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岐阜県知事　古田　肇様

                                          放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜

                                          くらし・しぜん・いのち　岐阜県民ネットワーク

六価クロム汚染の原因究明を求める要望書

　石原産業は6月7日、岐阜県内のフェロシルトを撤去すると表明しました。その原因は可児市久々利、瑞浪市稲津町、土岐市泉町のフェロシルトから土壌環境基準をはるかに超える六価クロム汚染が確認されたためです。

　その後瑞浪市陶町、土岐市鶴里町でも汚染が確認され、土岐市鶴里町では土壌環境基準の24倍もの六価クロムが確認されました。

  しかしなぜフェロシルトに六価クロムが存在するのか、その理由は不明のままです。

  石原産業は 「出荷時点の安全性に問題はなく、原因は分からない」（岐阜新聞　2005年6月10日）、「フェロシルト自身の安全性には問題はないと考えている」（中日新聞　2005年7月2日）とフェロシルトに六価クロムが含まれていないかのごとく語っています。

  岐阜県も石原産業から受け取ったサンプルからは六価クロムは溶出しなかったと述べています。

　高濃度の汚染が確認されながら、原因究明の努力がなされないのは不可解です。私たちは他に汚染原因があるのではないかと不安です。

　環境省もフェロシルトの産廃判断を妨げる１つの要因に六価クロムがフェロシルトに起因するかどうか分からないことを上げています。

　ところが石原産業はフェロシルトには「微量の三価クロムが入っており、それが六価クロムに変わる可能性はある」（岐阜新聞　2005年6月10日）とも語っています。

   汚染の原因を確かめるためにも、フェロシルトが産廃であると判断されるためにも、石原産業に対して、以下の点を確認してくださるよう要望いたします。

　なお以下の点について、2005年8月10日（水）までに、文書で回答をお願いいたします。 

記

１．フェロシルトだけでなく、石原産業四日市工場の全製造工程についての詳細なフローシートを公表すると共に、六価クロムが生成もしくは混入するあらゆる可能性について明らかにすること。
２．この工程チェックで六価クロム生成および混入の原因が不明ということであるなら、フローシートに沿ったサンプリングと分析を行い、原因を究明すると共に結果を公表すること。

３．三価クロムが六価クロムに変わる条件を全て示すこと。

４．現在確認されている岐阜県内10ヶ所の各フェロシルトの素となった、チタン鉱石の成分分析を総クロムを含めてそれぞれ提出すること。

同様に原産地とその配合割合をそれぞれに明示すること。
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